
平
成
二
十
三
年
五
月
六
日
提
出

質

問

第

一

六

四

号

内
閣
総
理
大
臣
の
衆
議
院
解
散
権
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

柿

澤

未

途
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内
閣
総
理
大
臣
の
衆
議
院
解
散
権
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
国
憲
法
第
七
条
の
確
立
し
た
法
解
釈
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
閣
議
決
定
に
基
づ
き
衆
議
院
を
解
散
す
る
権
限
を
有

す
る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
り
、
実
際
、
そ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
国
憲
法
第
六
十
九
条
に
は
「
内
閣
は
、
衆
議
院
で
不
信
任
の
決
議
案
を
可
決
し
、
又
は
信
任
の
決
議
案
を
否
決

し
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
な
い
限
り
、
総
辞
職
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ
り
、
内
閣
不
信
任

決
議
案
が
衆
議
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
場
合
、
内
閣
総
理
大
臣
は
閣
議
決
定
に
基
づ
き
衆
議
院
を
解
散
す
る
事
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。

一

し
か
し
現
在
、
平
成
二
十
一
年
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
「
一
票
の
格
差
」
に
つ
い
て
、
「
違
憲
状

態
」
で
あ
る
と
の
最
高
裁
判
所
判
決
が
出
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
の
結
果
を
受
け
た
衆
議
院

議
員
選
挙
区
画
定
に
向
け
た
選
挙
区
割
り
見
直
し
も
、
今
後
、
議
論
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
中
、
内
閣
総
理
大
臣
の
衆
議
院
解
散
権
の
行
使
は
制
約
を
受
け
る
事
と
な
る
の
か
、
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

二

一
方
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
て
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
自
治
体
に
お
い
て
、
本
年
四
月
に
予
定
さ
れ
て

一



い
た
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
の
指
定
に
よ
り
最
大
六
ヶ
月
の
延
期
を
可
能
と
す
る
臨
時
特
例
法
が
施
行
さ

れ
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
に
お
け
る
県
知
事
選
挙
、
県
議
会
議
員
選
挙
、
さ
ら
に
四
十
八
市
町
村
長
選
挙
及
び
市
町

村
議
会
議
員
選
挙
、
そ
し
て
茨
城
県
水
戸
市
の
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
執
行
を
延
期
し
た
。

震
災
の
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
今
後
、
四
月
以
降
に
執
行
さ
れ
る
被
災
自
治
体
に
お
け
る
各
級
選
挙
、
ま
た
臨
時
特
例
法

に
お
け
る
最
大
六
ヶ
月
の
延
期
期
間
を
経
過
し
て
も
選
挙
の
執
行
が
困
難
で
あ
る
場
合
の
選
挙
の
再
延
期
も
検
討
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

被
災
自
治
体
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
に
行
方
不
明
者
の
安
否
確
認
が
で
き
て
お
ら
ず
、
人
的
被
害
の
全
容
す
ら
把
握
で
き

な
い
現
状
に
あ
る
。
さ
ら
に
選
挙
人
名
簿
や
住
民
基
本
台
帳
も
流
失
、
滅
失
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
選
挙
を
公
正
に
執
行

す
る
基
礎
的
デ
ー
タ
が
な
く
な
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
ま
た
被
災
自
治
体
の
多
く
の
住
民
が
全
国
各
地
に
バ
ラ
バ
ラ
に

移
転
し
て
避
難
所
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
被
災
自
治
体
は
そ
の
把
握
に
も
困
難
を
極
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
行
う
事
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
と
も
内
閣
総
理
大
臣
の
衆
議
院

解
散
権
は
一
定
の
制
約
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

前
述
の
通
り
、
今
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
、
一
部
の
被
災
自
治
体
に
つ
い
て
臨
時
特
例
法
に
よ
る
選
挙
の

二



延
期
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
全
国
民
の
代
表
を
選
ぶ
も
の
と
し
て
、
す
ぐ
れ
て
全
国
同
時
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て
、
同
様
の
一
部
被
災
自
治
体
に
お
け
る
選
挙
延
期
と
い
う
対
応
を
取
る

事
が
で
き
る
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

少
な
く
と
も
今
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て
、
被
災
自
治
体
に
お
い
て
選
挙
の
実
施
が
困
難
と
認
め
ら
れ
た
現
状

に
お
い
て
、
仮
に
日
本
国
憲
法
第
六
十
九
条
に
あ
る
「
衆
議
院
で
不
信
任
の
決
議
案
を
可
決
し
、
又
は
信
任
の
決
議
案
を
否

決
し
た
と
き
」
が
生
じ
た
場
合
、
内
閣
総
理
大
臣
は
衆
議
院
の
解
散
ま
た
は
内
閣
総
辞
職
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
選
択
す
る

事
が
で
き
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


